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■
コ
ロ
ナ
禍
と
在
宅
勤
務 

職
員
の
健
康
と 

感
染
拡
大
防
止
を 

最
優
先
に
！ 

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
対
策

と
し
て
、
職
場
で
は
在
宅
勤
務
に
よ

る
テ
レ
ワ
ー
ク
が
現
在
も
継
続
さ

れ
、
従
前
の
形
態
や
仕
事
の
や
り
方

が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
。
全
国
で
在
宅
勤
務
に
お
け
る
問

題
点
を
集
約
す
べ
き
」
等
の
意
見
が

出
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

当
局
は
、
コ
ロ
ナ
で
都
市
部
で
の

「
緊
急
事
態
宣
言
」
が
出
さ
れ
た
段

階
で
、
当
該
都
市
部
の
整
備
局
、
事

務
所
の
み
在
宅
勤
務
等
の
措
置
を

取
り
ま
し
た
が
、「
緊
急
事
態
宣
言
」

地
域
に
居
住
し
、
地
域
外
の
事
務
所

へ
の
通
勤
は
何
ら
対
策
を
取
っ
て

い
ま
せ
ん
。
在
宅
勤
務
等
の
措
置
は

「
通
勤
に
よ
る
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

拡
散
防
止
」
で
あ
る
な
ら
、
感
染
確

率
の
高
い
地
域
と
低
い
地
域
の
移

動
を
制
限
す
べ
き
で
あ
り
、
政
府
・

本
省
か
ら
の
目
的
の
周
知
が
不
十

分
で
あ
っ
た
と
言
え
ま
す
。 

新
し
い
働
く
ル
ー
ル
の

確
立
を
！ 

 

在
宅
勤
務
の
必
要
性
に
よ
り
、

「
マ
ジ
ッ
ク
コ
ネ
ク
ト
」
等
の
テ
レ

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
が
行
き
わ
た
っ

て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
自
宅
使
用
の

為
の
官
有
パ
ソ
コ
ン
支
給
は
基
本

的
に
な
く
、
職
員
の
個
人
パ
ソ
コ
ン

に
依
存
し
て
お
り
、
使
用
者
と
個
人

の
負
担
ル
ー
ル
が
曖
昧
に
な
っ
て

い
ま
す
。 

 

今
後
、
社
会
の
要
請
も
あ
り
、
テ

レ
ワ
ー
ク
が
継
続
さ
れ
る
事
が
予

想
さ
れ
ま
す
が
、
勤
務
時
間
管
理
等

不
明
な
部
分
も
多
々
あ
り
、
こ
う
し

た
問
題
点
を
抽
出
し
、
よ
り
良
い
制

度
と
す
る
た
め
、
管
理
職
ユ
ニ
オ
ン

は
２
年
に
一
回
の
「
管
理
職
ア
ン
ケ

ー
ト
」
で
職
場
の
意
見
を
集
約
す
る

こ
と
と
し
ま
す
。 

    

■
超
過
勤
務
規
制 

「
月
四
五
時
間
の
超
過
勤
務
上
限

に
つ
い
て
は
、
補
正
予
算
の
執
行
、

職
員
の
不
足
等
か
ら
、
通
常
業
務
で

も
四
五
時
間
に
抑
え
る
こ
と
が
出

来
な
い
」
と
切
実
な
職
場
実
態
が
出

さ
れ
「
特
例
業
務
を
申
請
す
れ
ば
青

天
井
」
、「
サ
ー
ビ
ス
残
業
発
生
の
懸

念
」
な
ど
、
多
く
の
課
題
が
残
さ
れ

て
い
る
と
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
ま

す
。 

 

地
整
は
人
事
院
の
想

定
を
超
え
る
職
場
‼ 

 

昨
年
の
四
月
に
制
度
が
始
ま
っ

て
以
降
、
人
事
院
と
会
見
、
交
渉
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
私
た
ち
の
職
場

は
人
事
院
に
取
っ
て
想
定
を
超
え

る
職
場
だ
っ
た
よ
う
で
す
。 

 

 

第
二
三
回
管
理
職
ユ
ニ
オ
ン
定
期
全
国
大
会
は
、
コ
ロ
ナ
禍

の
状
況
を
勘
案
し
、
時
間
を
か
け
書
面
を
中
心
と
し
た
議
論
を

展
開
し
て
い
ま
す
。
各
支
部
の
選
出
さ
れ
た
代
議
員
が
集
約
し

た
意
見
か
ら
、
そ
の
特
徴
的
な
意
見
を
３
つ
紹
介
し
ま
す
。
感

じ
た
意
見
、
感
想
を
お
近
く
の
管
理
職
ユ
ニ
オ
ン
役
員
ま
で
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。 
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職
員
の
健
康
が
守

れ
る
超
過
勤
務
規

制
を
！ 

 

現
在
、
職
場
で
は
「
人
事
院
規
則

違
反
と
な
ら
な
い
テ
ク
ニ
ッ
ク
論
」

に
陥
っ
て
い
ま
す
が
、
根
本
的
に
は

「
大
幅
増
員
」
と
、
転
ば
ぬ
先
の
資

料
作
り
な
ど
「
無
駄
な
業
務
の
削

減
・
見
直
し
」
が
な
け
れ
ば
、
超
過

勤
務
は
削
減
さ
れ
ず
、
私
た
ち
職
員

の
健
康
は
守
ら
れ
ま
せ
ん
。
職
場
に

目
を
光
ら
せ
本
省
・
地
整
当
局
、
人

事
院
に
実
態
を
追
及
す
る
折
衝
、
交

渉
を
行
っ
て
行
き
ま
す
。 

■
「
赴
任
旅
費
」
実
績
支
給 

勝
ち
取
っ
た
成
果

を
確
信
に
、
更
な

る
制
度
改
善
を
！ 

  

「
赴
任
旅
費
の
実
費
支
給
へ
の
改

定
は
、
労
働
組
合
の
要
求
の
評
価
す

べ
き
到
達
点
」
と
の
意
見
の
反
面
、

一
〇
万
円
以
下
で
も
三
者
見
積
の

徴
収
な
ど
手
続
き
が
煩
雑
に
な
っ

た
と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

近
年
、
四
月
の
引
越
繁
忙
時
は
支

給
額
を
遙
か
に
超
え
る
「
引
越
費
用
」

が
必
要
で
、
職
員
個
人
が
大
金
を
自

己
負
担
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
見
ら

れ
ま
し
た
。
私
た
ち
ユ
ニ
オ
ン
が
、

官
房
長
会
見
、
人
事
院
交
渉
更
に
は

財
務
省
に
陳
情
を
行
い
、
職
場
実
態

を
突
き
つ
け
る
中
で
実
現
し
た
も

の
で
す
。 

一
方
で
、
単
身
に
伴
う
新
た
な
家
電

購
入
負
担
が
全
く
考
慮
さ
れ
ず
、
自

家
用
車
で
コ
ツ
コ
ツ
引
っ
越
し
す

る
費
用
は
、
支
給
額
の
割
に
手
間
が

か
か
る
と
の
指
摘
も
さ
れ
て
お
り
、

請
求
資
料
の
簡
素
化
を
今
後
求
め

て
い
き
ま
す
。 

    

■
ま
と
め 

関
係
省
庁
に
直
接

伝
え
る
力
こ
そ
、

改
善
の
力
‼ 

  

代
議
員
か
ら
の
意
見
は
、
「
省
庁

再
編
以
来
の
初
め
て
の
一
〇
一
名

増
員
を
今
後
も
求
め
る
運
動
を
」

「
超
勤
問
題
、
六
〇
歳
以
降
の
働
き

方
な
ど
、
国
交
労
組
の
要
求
と
も
密

接
で
あ
り
、
共
同
し
た
運
動
を
」
な

ど
の
意
見
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

職
場
を
良
く
す
る
た
め
に
は
、
職

場
の
意
見
を
、
政
府
、
人
事
院
、
国

交
省
本
省
、
地
方
整
備
局
当
局
へ
伝

え
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

管
理
職
ユ
ニ
オ
ン
役
員
へ
職
場
の

意
見
、
想
い
を
伝
え
て
下
さ
い
。 

  

今
年
の
３
月
、
地
方
の
事
務

所
長
で
辞
職
を
迎
え
た
キ
ャ

リ
ア
職
員
が
、
三.

三
一
付
け
で

本
省
付
の
辞
令
が
出
さ
れ
同

日
辞
職
を
迎
え
た
。
東
京
に
家

族
を
残
し
て
の
単
身
赴
任
だ

か
ら
、
せ
め
て
単
身
先
か
ら
東

京
ま
で
の
転
居
費
用
を
支
給

し
よ
う
と
の
暖
か
み
を
感
じ

る
が
・
・
・ 

 

振
り
返
っ
て
、
地
整
採
用
の

我
々
ノ
ン
キ
ャ
リ
ア
は
ど
う

か
？
地
整
内
の
異
動
と
は
言

え
相
当
の
距
離
を
異
動
す
る
事

例
は
沢
山
あ
る
。
若
手
の
離
職
が
多
い

と
言
わ
れ
、
そ
の
中
で
も
３
月
の
内
示

以
降
、
辞
職
を
申
し
入
れ
て
く
る
若
手

も
多
く
、
広
域
的
な
異
動
が
２
か
ら
３

年
お
き
に
発
生
す
る
職
場
環
境
が
不

満
で
辞
職
を
決
意
す
る
と
想
わ
れ
ま

す
。 

 

離
職
者
を
少
な
く
す
る
、
働
き
続
け

た
い
と
思
え
る
職
場
と
す
る
に
は
、
生

涯
設
計
が
描
け
る
昇
任
（
転
居
）
基
準

を
明
瞭
に
す
る
こ
と
、
配
転
、
転
居
が

必
要
と
な
っ
た
と
き
に
は
、
手
当
等
暖

か
み
あ
る
配
慮
が
必
要
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
！ 

 
国交省の業務の重要性が認
められた！？ 
 

 ６月１６日「国土交通省組織令を一部改正

する政令が閣議決定」との記者発表がなされ

た。 

内容は、「不動産・建設経済局の新設」 大

臣官房に「土地政策審議官」「審議官」「参事

官」を新設・追加するもので、その一方で、

中部、近畿、四国、九州の総務部長を異動さ

せ欠員として、その職を中部、近畿、九州は

「副局長」が充てられ、四国は「次長」が充

てられるとのこと。 

「ウルトラ C」の処遇改善に 

 要するに四つの総務部長ポストを代替に本

省の上位ポストを新設した。好意的に捉える

と、「ウルトラ C」の工夫で処遇改善を進めた

好事例だ。しかし、改善が及んでいるのは事

務のキャリア系のみである。こんな「ウルト

ラ C」の工夫が出来るなら、事務所や出張所

の処遇改善にも工夫をして欲しいものです。 

地整の定員流用！？ 

 また、総務部長とは言え地方整備局の定員

の一つです。今年、地方整備局の１０１名の

定員増が実現しましたが、その定員を、結果

的に本省が流用した事になってないでしょう

か？ 

 本省には忙しく大変な部署が多く存在する

とは思いますが、地方整備局には超過勤務年

間３６０時間も守れない部署が沢山ありま

す。その実態が反映されての１０１名の増員

です。その定員を流用するのは“筋違い”で

はないでしょうか！ 


